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ご挨拶

2 0 0 7年 12月 3日～ 7日、福岡県福岡市福岡国際会議場で開催されま

した「第 17回太陽光発電国際会議（PVSEC”17）」は、同会議組織委員会主

催で、応用物理学会、電気学会、名古屋産業科学研究所の共催のもとに、無

事終了することができました。 これまでの最大規模の国際会議を無事かつ盛

大に成功裡に開催できましたことは、関係学協会、経済産業省をはじめとす

る政府機関、福岡県、福岡市、業界団体、太陽光発電産業各社、経済団体等

から幅広いご支援とご協力のたまものと存じます。ここに厚く御礼申し上げ

ます。

本会議には、 40カ国から 1, 4 3 7名（国内 77 0名、海外66 7名）

もの方々の参加を頂きました。これまでの最大規模の国際会議となりました。

各セッションでは、最新の優れた研究成果が数多く発表され、活発な討論が

行われました。発表論文数も 36カ国から 61 7件と、多くの論文発表があ

りました。

今回の会議では、シンポジウムや一般セッションにおいて各分野の研究成

果を集中討論する一方で、小中学生や一般市民の方々に太陽光発電を身近に

感じていただくための企画を行い好評を博しました。小中学生を対象にした

「ソーラ一発電スクーノレ」、 一般市民を対象とした「ソーラ一発電市民講座」

には多くの小中学生や市民の皆様がご参加頂き、国際会議による地域への貢

献の役割を果たすことができました。さらに、太陽光発電協会主催による「併

設展示会」にも 5, 0 2 7名と多くの入場者があり、大いに注目を集めまし

た。

本会議の成果が、太陽光発電の研究開発の一層の促進、太陽光発電のさら

なる導入 ・普及、市場拡大や若手研究者 ・技術者の育成等に少しでもお役に

立てば、組織委員一同望外の幸せであります。

本報告書は、国際会議の概略をご報告申し上げるとともに、ご尽力、ご協

力を頂きました関係各位に謝意を表し、今後ともこの分野の活動にご理解を

賜りますことを念じて作成されたものであります。組織委員会を代表いたし

まして、関係各位に重ねて御礼申し上げます。

第 17回太陽光発電国際会議組織委員会

委員長 山口真史
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第 17回太陽光発電国際会議報告書

PVSEC-17 
1 .会議の名称、

和文名 第 17回太陽光発電国際会議
英文名 l 7'h International Photovoltaic Science and Engineering Conference 

（略称 PVSEC-17) 

2 主催機関等の名称

( 1 ）主催 第 17回太陽光発電国際会議組織委員会
( 2 ）共催社団法人応用物理学会

社団法人電気学会
財団法人名古屋産業科学研究所

( 3）協賛 （社）電子情報通信学会
（社） 日本航空宇宙学会
（社） 日本化学会
（社）電気化学会
国際太陽エネルギー学会日本支部
日本太陽エネルギー学会
SEMIジャパン
The European Commission 
IEEE Electron Devices Society 

( 4）後援 日本学術会議
日本学術振興会産学協力研究委員会第 17 5委員会
経済産業省
文部科学省

環境省
新エネノレギー ・産業技術総合開発機構
太陽光発電技術研究組合
産業技術総合研究所
電気事業連合会
太陽光発電協会
宇宙航空研究開発機構
福岡県
福岡市
（社）日本自動車工業会
（社）日本電機工業会
（財）新エネルギー財団



3.開催期間

（社）ソーラーシステム振興協会
（財）光産業技術振興協会
（財）省エネノレギーセンター
エネルギー ・資源学会
石油連盟
（社）日本ガス協会
（社）日本鉄鋼連盟
九州朝日放送（株）
（株）テレビ西日本
RK  B毎日放送（株）
（株）西円本新聞社
（株）読売新聞西部本社

2 0 0 7年 12月3日（月）～7日（金）

併設展示会期間は 12月4 ~I （火）～6円（木）

4. 開催場所

福岡国際会議場

〒812-0032 福岡市博多区石城町2-1

電話 0 9 2ー 262-4111

FAX 0 9 2 -2 6 2 -4 7 0 1 

5.会議概要報告

( 1 ）本会議開催の背景とその社会的意義

太陽光発電システムは、 21世紀に深刻化が懸念されている地球環境問題やエネルギ

ー問題を解決する手段として、世界中から大きな期待が寄せられております。世界の

太陽電池生産量は初めて 10万キロワットを突破した 1997年からわずか 7年後の 2004

年には約 120万キロワットに達しております。特に、わが国の太陽電池モジューノレの生

産量は、世界第一位で、誇るべきものがありますが、今後のさらなる研究開発の必要性

は言うまでもありません。

わが国では、 2010年の累積導入量目標である482万キロワットの達成を目指して、太

陽光発電システムの自立的普及実現のために太陽電池の高性能化や低コスト化及び太

陽発電システムの性能向上技術研究開発、さらには太陽電池のリサイクノレへの取り組

みも進められています。 さらに今後の太陽光発電システムの躍進を支える技術開発プ

ランとして、 2004年度に策定した 2030年 PVロードマ ップによれば、 2030年には 1億

キロワ ットと日本の全電力の 1害1］に相当する達成目標があります。また、米国エネルギ

ー省が太陽光発電システム国家新 5ヶ年計画（2005-2009年）を進めており、太陽電池

の光から電気へのエネノレギ一変換効率の向上および低コスト化、システム耐用年数の

延伸の研究開発が進められています。一方、欧州では、欧州委員会が掲げる 2010年の

再生可能エネノレギー導入目標達成のためのさまざまな研究開発プログラムが行われて
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おり、欧州各国においても研究開発が意欲的に進められています。さらに、近年では

中国やインドをはじめとする途上国でも太陽光発電の技術開発が活発に行われていま

す。

今日の太陽光発電躍進の背景には、 20世紀中葉の太陽電池の発明以来、さまざまな

社会状況の変化の中で、着実にその実用化に取り組んできた先達の努力があったこと

を忘れることはできません。クリーンエネルギーとして環境にやさしい 21世紀の太陽

光発電技術を託された私たちは、その実用化と地球規模での本格的導入のために、研

究開発の促進、最新情報の発信及び社会への啓蒙を積極的に進めていく必要がありま

す。

こうした観点から、本国際会議は、研究開発者や専門家間の活発な討論を通じて、

この分野の学術進歩と 21世紀の人類社会が目指すべき新しいエネルギーシステムの

あり方を提案していく絶好の機会であり、社会へのはかり知れない貢献を果たすもの

と信じて企画 ・運営したものであります。

( 2）会議開催の経緯と目的

太陽光発電国際会議は、これまで米国地区（IEEEPVSC）、ヨ ーロッパ地区

(EU-PVSEC）で別々に 1年半毎に開催されている太陽光発電関連の国際会議とは別に、

アジア ・太平洋地域で1年半毎に 1回開催する国際会議（PVSEC）として位置付けられ、

1984年 11月の第 l回太陽光発電国際会議以来、日本と他のアジア ・太平洋地域で、交

互に開催されてきました。

2003年 5月には、 PVSEC、IEEE-PVSCとEU-PVSECのジョイントの第 3回太陽光発

電世界会議（WCPEC-3）が大阪で開催され、会議参加者 50カ国 1156名、発表論文数

772件と盛会でありました。結晶 Si太陽電池に関する論文の 165件を筆頭に、地上発電

システムの 102件、基礎の 85件、薄膜 Si系の 85件、 皿－V ・宇宙の 80件、カノレコパ

イライト系の 77件と多岐に及んでいます。PVSEC-15は、 2005年 10月、上海で開催さ

れ、 30カ国から 1407名の参加と 686件の論文発表がありました。さらに、 2006年 5月

には、ハワイで、 PVSEC、IEEE-PVSCとEU-PVSECのジョイントの第 4回太陽光発電

世界会議（WCPEC-4）が開催されました。 2003年 5月の WCPEC-3から 4年間以上、

日本で開催される太陽光発電関連の国際会議の開催がなく、世界各国から、日本での早

期国際会議開催が望まれていました。

国内外からの PVSEC-17の早期開催の要望を踏まえて、当初計画より 1年早い 2007

年 12月に第 17回太陽光発電国際会議を開催することを決定しました。

本会議は、クリーンエネノレギー資源開発の一環として進められている太陽光発電に

関する諸問題、すなわち光起電力効果の基礎物性、太陽電池材料、太陽電池プロセス、

太陽光発電システム、太陽光発電モジューノレおよび周辺機器、宇宙用太陽電池および

システム、そして太陽光発電普及など、この分野をめぐる基礎から電気、電子、応用

物理、化学、エネルギー、そして建築などの工学全般に関する学術への発展に貢献す

ることを目的として企画組織されたものであります。太陽光発電プロジェクトの成功

への鍵とされている太陽電池の高効率化と低コスト化については、新材料の開発、新

構造デ、バイスの提案、あるいは新しいデバイステクノロジーの開発など、高効率、大

3 



出力、製造コストの低減を目指し期待されております。また、最近では、建材一体型

太陽電池モジュールの開発 ・普及が進み、 これらを住宅の屋根やピルの壁に設置する

際のデザインが太陽光発電システムの普及に対する重要な課題となってきております。

本国際会議では太陽電池技術のみならず、システム設計などの応用面での活発な議論

が期待されました。本会議は以上のような多岐に渡る分野における研究者間の活発な

議論を通じて、エネノレギー産業としての太陽光発電の普及について、ひいては人類社

会のエネノレギー問題解決についての「提言」を発信する機会となることを期待して、

企画 ・運営されま した。

( 3）会議の日程

平成 19年（ 2 0 0 7年） 1 2月

月 日 午前 午後 夜

1 2月2日（日） 登録

ソーラ一発電スクール

ソーラ一発電市民講座

1 2月3日（月） 講演 開会式 ウエノレカム ・

レセプション

1 2月4日（火） 講演 講演

展示 展示

1 2月5日 （水） 講演 講演 バンケット

展示 展示

1 2月6日（木） 講演 講演

展示 展示

1 2月 7日（金） 講演 閉会式

( 4）主要講演題目

I ）基礎研究、新材料、新デノ〈イス

II) CIGS系、 II-VI族化合物半導体と関連薄膜太陽電池など

III）皿－V族化合物半導体太陽電池、集光型太陽電池、

宇宙用太陽電池及びシステム

N）結晶シリ コン系太陽電池（太陽電池材料、プロセス技術、評価）

V）アモノレファスシリコン及び微結品シリ コン薄膜太陽電池

VI) P Vモジュール及びコンポーネンツ

VII）地上PVシステム

川）国家プロジェクト、政策、経済 ・社会問題、産業

4 



( 5）参加者

世界40カ国から、 1,4 3 7名の参加者があった。アジア太平洋地区および米国で

開催された太陽光発電国際会議としては、史上最多の参加者数で従来の約2倍の規模と

なった。太陽光発電に対する大きな関心と関連分野に参画する人々の増加も反映して

いると思われる。

( 6）参加国・地域

図1に、国別参加者数を示す。国別では、（1）日本77 0名、 （2）韓国 18 2名、（3)

台湾 12 3名、（4）米国 95名、（5）ドイツ 74名、（6）中国 22名、（7）タイ 19名、

(8）オーストラリア 16名、（9）カナダ 15名、（9）オランダ 15名、 （11）スイス 12名、

(12）フランス 10名、のJI頂であった。

16 

19 1515 

22 

95 

( 7）会議使用語 英語

( 8 ）会議議事録

参加者数 (PVSEC・1η

1,437名（2007年12月7日）

12 10 84 

図 1 国別参加者数

770 

ロ日本

日韓国

ロ台湾

口米国

・ドイツ

ロ中国

ロタイ

ロオーストラリア

ロカナダ

ロオランダ

ースイス

ロフランス

ロその他

①アブストラクト集およびテクニカルダイ ジェストを参加者に当日無料配布。

②論文特集号を会議終了後、出版予定 （2 0 0 8年 10月出版予定）。
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( 9 ）来賓挨拶・基調講演等

福岡国際会議場

歓迎挨拶：経産省新エネ対策課

渡漫重信課長

開会挨拶：組織委員長

山口兵史豊田工大教授

歓迎挨拶：麻生渡福岡県知事

山口真史組織委員長の開会挨拶の後、資源エネルギー庁渡漫重信課長、麻生渡福岡

県知事から歓迎の挨拶が述べられた。

シャープ富田孝司氏、HJ. Fellドイ ツ国会議員、資源エネルギー庁渡漫重信課長、

米国 SunPower社 R.Swanson氏およびスイス OerlikonSolar社 ］. Meier氏による基

調講演において、太陽光発電の役割や研究開発の重要性が述べられた。地球環境問題

を背景に、 太陽光発電に大きな期待が寄せられ、 20 5 0年には、世界のエネノレギー

の2害ljを、 21 0 0年には6割以上を太陽光発電が占める と予想されている。しかし、

太陽光発電システムの普及拡大は未だ発展途上にある。太陽光発電システムの性能向

上やコストダウンに向けた研究開発だけでなく、普及拡大の努力、例えば、フィード ・

イン ・タリフ（電力価格寅取）制度など市場活性化策が重要である。
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開会式基調講演：シャープ附フエロー

富田孝司氏

開会式基調講演：経産省新エネ対策課

渡漫重信課長

開会式基調講演： OerlikonSolar社

Johannes Meier氏

7 

開会式基調講演：ドイツ国会議員

Hans Fell氏

開会式基調講演： SunPower社

Richard Swanson氏



6.テクニカルプログラム

( 1 ）発表論文総括

5 8件の取り消し（中国 17件、イ ンド7件、台湾 7件、韓国 6件、米国 5件、イ

エメン3件）があったが、 36カ国から 61 4件の論文発表があった。太陽光発電に

対する多大な関心と関連分野に参画する学術、産業、政策等の各組織、関係者の増加、

拡大を反映していると考えられる。

21 

29 

30 

49 

11 

13 

37 

56 

64 

発表論文件数 （PVSEC-17)
614件 （36カ国）

図 2 国別発表論文数

発表論文件数 （PVSEC-17)

16 5 

108 

図3 分野別発表論文数

8 

310 

ロ日本

ロ韓国

ロドイツ

・米国

・台湾

ロオーストラリア

ロタイ

ロオランダ

ロ中間

・英岡

ロその他

ロ

口先端材料

ロ結品シリコン系

ロ1W.脱シリコン系・CIS、CdTe
・太陽光発電システム

ロ超高効率、集光、宇宙

ロ同プ口、政策、市場

ロモジュール

ロPVPSシンポジウム

ロ基調講演



図 2に、国別発表論文数を示す。国別では、①日本 310件、②韓国 64件、③ドイ

ツ53件、④米国 30件、 ⑤台湾 29件、 ⑤オース トラ リア 21件、 ⑦タイ 19件、 ③オラ

ンダ 13件、 ⑨中国 11件、⑩英国 8件、⑬マレーシア 8件、⑫スイス 7件の順で、あっ

た。

図3に、分野別発表論文数を示す。分野別では、①先端材料 134件、 ②結晶シリ コ

ン系 112件、 ③薄膜シリコン系 108件、④CIS、CdTe67件、 ⑤太陽光発電システム 49

件、⑥超高効率 ・集光 ・宇宙 45件、⑦国家プログラム ・政策 ・市場 41件、③モジュ

ーノレ37件、 のJi慎であった。

( 2）主要題目別成果報告

I ）新材料、新デ、パイス分野 ：

①色素増感型太陽電池の第 1人者スイス・ローザンヌ工科大学M.Gratzel教授による

基調講演 「色素増感型太陽電池と有機薄膜太陽電池Jがあった。

② オース トラ リア・ニューサウスウエールズ、大学M.A.Green教授による基調講演「シ

リコン系タンデムセノレ及びホ ットキャ リア ・セル」において、 Si量子ドットに関

する実験的理論的研究の進捗状況報告がなされた。

③ 色素増感型太陽電池において、シャープからは小面積セルで、効率 11%、モジュー

ノレで 7.9%の報告があった。

④有機太陽電池では、 Konarkaから lcm2セノレで、効率 5.2%、シャープから lcm2セル

で3.8%、三洋電機から高開放端電圧で、効率 3.6%の報告があった。

II) III-V族 ・集光型 ・宇宙用太陽電池及び発電システム分野 ：

① Spectrolabから GalnP/GalnAs/Ge3接合タ ンデム太陽電池の240倍集光で40.7%の世

界最高効率の実現、NRELから GalnP/GaAs/GainAs3接合セルの非集光で、33.8%の

世界最高効率の実現の報告があり、話題となった。

②シャープから、 InGaP/InGaAs/Ge3接合セルの 1100倍集光で40.0%達成の報告があ

り、注目された。

③ Sol focus、大同特殊鋼などから、高効率3接合太陽電池搭載の集光型太陽光発電シ

ステムの市場導入の報告があった。

④シャープと JAXAから軽量フレキシブノレの次世代宇宙用 III-V族多接合太陽電池の

開発の報告があった。

⑤超高効率化を狙いとして、ナイトライド系新材料、量子ドッ ト等新構造のアプロー

チに関する発表が、米国ローレンス国立研、豊田工大、福井大、筑波大等からあっ

た。

皿）結晶シリコン太陽電池 ・材料分野 ：

①三菱電機から、量産プロセスで、 lOOμm厚多結晶 Siセノレで効率 16.7%の発表があ

った。

②京セラから、セノレ面積 233.3cm2の多結晶 Si裏面コンタク トセノレで、効率 18.3%の報

告があった。

9 



③シャープから、量産ラインで、 130μ m厚単結晶 Siセノレで、効率20.1%および表面マ

ウントミニモジュールの発表があった。

④三洋電機から、セノレ面積 J00.5cm2のHIT(a-Si／単結晶 Siヘテロ接合）構造セノレで、

効率 22.3%の報告があった。

⑤ GP Solarから、 lGWの太陽電池工場の発表があった。シナリオ lのパッチタイプ

の lMW工場は、総コスト 0.98ユーロ/Wで、 20.8億ユーロの投資を要し、シナリ

オ2のインライン工場は、 ll億ユーロを要する。

⑥ この他、シリコンの基礎物性、バルクシリコン太陽電池及び薄膜結晶太陽電池の設

計、先進的太陽電池製造技術、シリコン供給材料、結晶成長、太陽電池新構造、新

プロセス及びプロセス特性解析技術、大量生産のためのセノレ製造アプローチに関す

る広範な報告があった。

N）アモノレファス及びナノ／微結品シリコン系太陽電池及び関連材料分野 ：

① 旭硝子から、短波長光用の周期の短いテクスチャー構造と長波長光用の周期の長い

テクスチャー構造の両方を併せ持つタンデム用薄膜Si太陽電池のための新しい透

明電極に関する発表があった。

②シャープは、 2010年に薄膜 Si系太陽電池の lGWの生産を目標とする発表があっ

た。

③微結晶 Si薄JI莫太陽電池の高速製膜に関して、 AISTから製膜速度が 1.8nm/secで変

換効率 8.04%が、大阪大学から 8.1nm/secの超高速製膜条件にて変換効率 6.3%が

実現し、従来微結品 Si太陽電池の問題点を克服できる可能性が示された。

④ Oerlikon Solarや AppliedMaterialsなどから、アモルファス SiおよびかSi／微結晶 Si

タンデ、ムセノレ用大型プラズマ堆積装置（面積 5.7cm2）に関する発表があった。

V) CIGS、 H“VI 族~WJJ莫太陽電池分野：

① CIGS薄膜太陽電池モジューノレの技術開発、製造技術の進展があった。昭和、ンェル

石油からは、30cm角モジューノレで切J率 14.3%、ホンダエンジニアリングからは、

73cmx92cmモジュールで l3.9%の報告があった。

②新しい製膜プロセス（ナノ粒子、メカノケミカノレ微粒子の印刷、レーザーアシスト

CIGS製膜法、ラジカルセレン応用製膜）とセノレ構造および評価技術の進展があっ

た。

③青山学院大から、各種バッファ層と界面制御およびカ ドミ ウムフリ ーの高効率

(17%）フレキシブルCIGS系太陽電池の発表があった。

VI）太陽電池モジューノレ、周辺機器分野 ：

①モジュール生産の新技術、太陽電池モジューノレの長期信頼性、太陽電池モジユ）ル

リサイクノレ技術に関する多くの発表があった。

②システム性能改善と柔軟な運用に資する蓄電池 ・インバータ技術の進展があった。

③太陽電池モジューノレ評価のためのモデリングの改善と新しい評価技術に関する発

表もあった。
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W）地上用太陽光発電システム分野 ：

① NEDOの実証研究として実施されている大規模電力供給用太陽光発電（稚内サイ

ト・北杜サイトのメガソーラープロジェクト）の研究開発に関する発表があった。

②今後の太陽光発電システム大量普及の実現に向けた電力品質改善（電圧変動、高調

波など）、太陽光発電システム設計（安定化、最適化など）、太陽光発電ハイブリッ

ドシステムなどに関する研究成果発表があった。

咽）普及施策 ・産業と市場 ・環境分野：

① NEDO、米国エネノレギー省及びドイツ ・ユーリッヒ研究所による太陽光発電研究

開発プログラムおよび各国の太陽光発電普及施策 ・動向に関する発表があった。

②太陽光発電産業と市場に関して、欧州太陽光発電産業会（EPIA）、太陽光発電協会

(JPEA）、日米欧の太陽電池製造企業等による発表があった。

③太陽光発電のライフコスト分析、環境的側面に関する発表もあった。

④際エネノレギー機関太陽光発電ンステム研究協定（IEA-PVPS）、悶DO、PVSEC」7

組織委員会共催による国際ワークショップがあった。

⑤国際科学会議（ICSU）の再生可能エネルギー国際専門家パネノレ（ISPRE）は、太

陽光発電の広範な導入普及に向けて、長期的基礎的研究の重要性を提言した。

プレーナリ講演会場内風景 プレーナリ講演質疑風景

口頭講演会場模様 ポスター講演会場模様
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7.受賞

( 1 ) PVSEC Award 

薄膜シリコン太陽電池の研究開発への貢献に対して、株式会社 カネカ ・先端材料

開発研究所 ・山本憲治氏に、 PVSE  C貨が授与された。

( 2) PVSEC Spec i a I Award 

太陽光発電に関する調査活動を通して、太陽光発電の啓蒙 ・政策立案支援への貢献

に対して、株式会社資源総合システム ・一木修氏に、 PVSE  C特別賞が授与され

た。

PVSEC賞受賞 ：カネカ 山本憲治氏

( 3) Paper Award 

PVSEC特別賞受賞：資源総合システム

一木修氏

オーラル発表の中から各エリア毎に、優れた論文を選考し、論文賞が授与された。

Area 1 
40・A3回02SCANNING PROBE勘fiCROSCOPESTUDY OF DYE-SENSITIZED TiO筑110)
A. S笛油ara12M. Ikedal N. Koide3 L. Han3姐 dH.O由虫il
1Kobe Universi砂，Japan,21旬mScience and Technology Agency, 11平an,3Sharp Corporation, J.呼m

Area 2 

60・Bll羽 DEVELOPMl到TOF SPACE SOLAR SHEET 
T. Kodamal. H. Y amag皿 bil,N.Takahashi• . T.Aguil,H. Wa曲iol,K. Nakat阻 al,T. Hisamatsul, 
T. Takamoto1, K. Shim.aza恒2,M.lm勾却血i2and K_ KibeZ 
1SHARP Corporal白＇n,Japan, 2 Japan Aerospace E甲／orationAgency, Japan 

Area 3 
60・MS--01IDGH EFFICIENCY MULTICRYSTALLD沼 ESILICON BACK CONTACT 
SOLAR CELLS 
N. N油ヨ包ni,T. Sakamoto, K.. Fukui皿 dK..Shicasawa 
Kyocera Co中orat白n,J.勾"1n

“3・M4・0122%・Eヨ司1CIENCYHIT SOLAR CELL 
Y. Tsunomwa, Y. Yoshimine, M. Taguchi,T. K血oshita,H. K組 no,H.Sakata. E. Maruyama and M. T祖aka
SANYO Electric Co., Ltdリ Japan
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Area 4 

50・86-01I』GHTSCATTERING EFFECTS OF IDGHL Y TEXTURED TRANSPARENT 
CONDUCTIVE OXIDES E宜ルIES
N. Taneda, MKambe,T. Oyama祖 dK Sa加
Asahi Glass Co., Ltd., Japan 

50・B7--02THilぜE宜品質SOLARCELLS BASED ON勘OCROCRYSTALLINESil孟CON-
GERMANIUM NARROW GAP ABSORBERS 
T_ M抱 ui1,C_W_ Chang1, T_ Tak:ada1.2, M. Isomura2, H. Fujiwaral担 dM.Kon白 1

1 National Institute of Advanced I泊 Isl丙alScience and Technology (AIST), Japan, 2Tokai University，］；呼uzn

Area 5 
60・All・02MASS-PRODUCTION TECHNOLOGY FORαGS MODULES 
K.Ma匂unagal,T. Ki田narul,Y.Nakayamal, T.Kume2，祖 dY. Suzuki2 

1Honda Engineering Co.,Ltd., Japan, 2Honda So/tee Co.,Ltd., Japan 

Area 6 

“】』Al（）.心2 DIFFERENCE町 THEOUTDOOR PERFORMANCES OF BUI五 ANDTHIN-
FILMSII』CONBASED PHOTOVOLTAIC MODULES 

T.Minc盟 副o,S.Fuknshige祖 dH_ T北akura

Ritsumeilcan University, J.中 m

Area 7 

50-CS-Ol PERFOR即IANCEOF GRII》CONNECTEDPV INVERTERS DURING 
DISTURBED GRID CONDIDONS -CURRENT STATE OF PLAY & RECO~在ENDATIONS

FOR OPTIMAL PRODUCT DESIGN 
R. Bruendlinger, B_ Bletterie担 dC. Mayr 

arsenal research, Austria 

Area 8 

60-C9-05 ENVIRONMl到τALPOTENTIAL OF VERY LARGE SCALE PHOTOVOLTAIC 
POWER GENERATION (VLS-PV) SYSTEMS ON DESERTS 
K. Komoto1 M. Ito2 N_ Ya皿ashita3祖 dK. Kurokawa3 

1Mizuho lnfonnation & Research Institute, Inc., Japan, 2To旬。Inst加 teo/Tee:ル10logy,Japan, 3Tokyo 

University of A!Jriculture and Technology, Japan 

( 4) Poster Award 
ポスター発表の中から各エリア毎に、優れた論文を選考し、ポスター賞が授与され

た。

Area 1 
6P-P6・35STRUCTURAL AND OPTICAL PROPERTIES OF PHOSPHORUS DOPED SILICON 
QUANTUM DOT SUPPERLATTICE FOR ALL SILICON TANDEM SOLAR CELL 
X_ Hao1, E_ Cho1, G. S回 rdera1,E. Bellet2, D_ Bellet2, S. P筆記，G.Conib民主I祖 dM.A.Gr田 :nl
1Univer討。FザNewSouth Wales, Australia, 21Aboratoire GPM2-ENSPG, France, 3Samsung Advanced 

Institute of Technology, Korea 

6P-Pふ28USE OF ZNO NANOSTRUCTURE TOW ARDS WGH EFFICIENCY 
町ORGANIC/ORGANICHYBRID I百INE宜M SOLAR CELLS 
K_ Takanezawa, K. Tajima副 KH油血oto
The University of Tokyo, Japan 
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Area 2 
5P-P4-14 FIELD TEST OF A G~CONNECTED到>OXCONCENτ'RATORPV SYSTEM 

WITH DOME FRF.SNEL LENS 
Y. Kemmoku1, IC. Ara恒2,Y. Miyaz.a恒3and M. Hit:細胞u3

111句10hashiSozo Universi砂，J匂1a11,2Daido Steel Co., ud., J.勾1'ln,3Daido Metal Co., ud., J.勾旭n

Area 3 
4P-Pl・23REAL-TIME OBSERVA百ONOF UNIDIRECTIONAL SOLIDDlCATION 
PROCESSF.S FOR IDGBER-QUALITY MULTICRYSTALLINE SILICON INGOTS 

1 Yamaga. K. Y沼田da,N. Araki, H. Suzuki祖 dT. Saitoh 

Dai-lchi Kiden Corp., Japan 

Area 3 
0・P2-33ALTERNATIVES TO SCREEN PR凹T耐 GFOR THE FRONT SIDE 

METALLIZATION OF SILICON SOLAR CELLS 
M.Alem血，N.Bay.A. Knorz,A. Grobe and S. W. Glunz 

Fraunhofer Institute for Solar Energy Systems, Gennany 

Area 4 
6P－~2 ELECTRICAL AND OPTICAL PROPERTIES OF HYDROGEN-TREATED ZnO:Al 
FIIMS 
S. Tark1, M. Kang1, S. Lee2, W. Ki皿2祖 dD.K.i皿1

1Korea University, Korea, 2Korea Institute of Science and Technowgy, Korea 

Area 5 
5P-P3-l3 SOLVOTHERMAL SYNTHF.SIS OF COPPER INDIUM DISELENIDE WITH 
FACILE SOLUTION ROUTE 

J. Chang. H. Nam, J. Han and D. Jung 

Sung匂1unkwanUniversiり1,Korea

5P-P3・17BIFAαALCIGSTHilぜFILMSOLAR CELLS USING IDGH MOBILITY 

Ti-DOPED ln203 BACK CONTACTS 
T.Miy姐 o.R.H部副皿oto,Y. Kanda. T. M山e組 dT.N北詞a

Aoヲ1amaGakuin Universiり1,lapan

Area 6 

SP・P4-36EXPERTh岨~NTALSTUDIES ON DETECTING A DISCONNECTION POSmON 
OF BET羽喧:ENPV MODill£S BY THE ELECTRIC CAPACITANCE勘IEASURE島fENT
J. Yama伊 chi1.T.T池島副皿a2祖 dM. lshida1 
1Universiりpof Tsu如何 ，Japan,1AIST, Japan 

Area 7 

0・Pl-48RF.SEARCH ON THREE-DIMENSIONAL COORDINATES ACQUISmON FOR 

SHADOW ESTIMATION IN PHOTOVOLTAIC SYSTEM 
Y.Wat皿 abeand K. Kcokawa 

To旬。Universi1旬。ifAがcultureand Technology (TUAT), Ja，戸 n

Area 8 

5P-P3-76 FINANCING A VERY LARGE SCALE PHOTOVOLTAIC SYS1宜M 町 GOBI

DESERT 

K.Megl町 bi1.M. Ito2, F. D. Ferre出land K. Kurokawa3 

1De::ria Credit Local, France, 1Tokyo Institute o/Technology, Japan, 3To.旬。 Universiり1of Agriculture 
and Technology, J（写旭n
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( 5) Young Researcher Award 

各エリア毎に、事前に登録申請した若手研究者が発表した論文から優れた論文を選

考し、若手研究者奨励賞が授与された。

Area 1 

50・A6-03ORGANIC THI孔 FILMSOLAR CELLE島IPLOYINGA NOVEL ELECTRON-
DONOR MATERIAL 

H.K却 no,M_ Shirakawa, D. Fujishima, T. Kino曲ita,H. Sakata, E. Mamyama and M. T祖 aka

Sanyo Electric Co., ud., Japan 

Area 2 

60-Bll・06ANALYSIS OF SOLAR CELL DEGRADATION政IECHANISMDUE TO ESD 
IN SPACE 
T.Okt皿 oral,K. Toy吋al,M.I血氾n皿 ;2祖 dM.Chol 
1Kyus仰 Instituteo/Technolcgy, Japan, 2 Japan Aero乎包ceExploration Agenの，Japan

Area 3 

4P-P2-15 A NEW忌置moDFOR THE PRODUC百ONOF ULTRA-
SI WAFER s 
F. Dross1, A. Milhe1 '-, J. Robbelein1, I. Geぽdon1}'. 0. Bouchard2, G. Beaucarne1 and J. Poortmans1 

1IMEC，日.w.,Belgium, 2Ecole des Mines de Paris (CElr伍F),France

Area 4 

50』B7・046.3% EFFICIENCY SOLAR CELL EMPLOYING ffiGH DEPOSffiON RATE (8 
NM/S）勘fiCROCRYSTALLINESil』CONPHOTOVOLTAICLA YER 
Y. Sobajima, M. N油 ino,T.P由 m叩 ，丁 目guchi,S_ Nakano, T_ Toyama and H_ Oka血叫O

Osaka Universi砂，Japan

Area 5 

40-C4-02 PHYSICAL VAPOUR DEPO釘noNOF COMPOUND町 DIUM
SULPHIDE AS BUFFER LA YER EぜCU(IN,GA)SE2SOLAR CELLS: MATERIAL 
CHARACTERISATION AND DEVICE PERFORMANCE 
P.Pi尻 町1,R. Caballern1. D_ Hariskos2. V _ Iz伊 ie吋EトR凹 a3,R.W孟ch1ei4祖 dR.Kle品己
1 Hahn-Meitner-Institut, Genna町1,2Zentrum井1erSonnenenergie-und Wasserstofj-Forschung, 
Gem旭町，3Universitatde Ba同 ・elona,Spain, 4Wiirth Solar GmbH & Co. KG, Germany 

60・All・03FABRICATION OF PENTANARY Cu任nGa)(SeS)2ABSORBERS BY 
SELENIZATION AND SULFURIZA TION 
Y.Goushi,H.H血 ma,K. Tabuchi, S. Kijima祖 dK.Kushiya 
Showa Shell Sekち1UKK., Japan 

A『ea6 

60-Al0-03 AN UヨトBASEDPHOTOVOLTAICMEASUREMENT SYSTEM WITH 
VARIABLE SPECTRUM AND FLASH SPEED 
M.Bli民 T.R.Be也 andR.G。也chalg
Loughborough University, l底
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Area 7 
50・C6・03F.STIMATING THE CAPACITY VALUE AND PEAK・SHAVING

POTENTIAL OF PHOTOVOLTAICS町 ONTARIO:A CASE『STUDYFOR THEαTY 

OF TORONTO 
S. Pellimdl and I. Abboud2 
1CANMEI' Energy Technology Centre-Varennes, Canada, 1ETrVironmenl Canada Experimental 

Studies Division ARQX, Canada 

50・CS-02AN ANALYSIS OF ELECTRICITY COST OF PHOTOVOLTAIC 
SYSTEMS ON THE FIELD TEST PROJECT IN JAPAN 
T. Oozeki1, T. Yamada1 ,K. Kato1祖 dT.Y担盆notc:} 

1Na託onalInstitute of Advanced Inゐ4‘s
and Industrial Technology Development Org砂 anization(NKDO), ll亨aI J 

Area 8 

60-C9・OlAPREU勘DNALY LIFE-CYCLE ANALYSIS OF A In泊ted勘lEGA・SOLARSYSTEM 

IN JAPAN 
M. Ital M. Kudo2祖 dK. Kurokawa3 
1To.旬。Insti加leo/Technology，均 an,2NπFacil師es,Inc吋 Japan,3To旬。 Universiりpof Agriculture and 

Technology, Japan 

PVSEC Paper Award受賞者

閉会式挨拶：岡本博明プログラム委員長
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8.ソーシャルプ口グラム

レセプション レセプション

パンケット歓迎挨拶：吉田宏福岡市長

パンケッ ト ノ〈ンケット ：PVSECAward

委員会ディナー 委員会ディナー

！？ 



． 

1 1 .併設展示会

国際会議と併行して、 12月4日～6日に、福岡国際会議場で、併設展示会が開催さ

れた。太陽光発電協会の努力により、下表に示すように、各社が、太陽電池、太陽光

発電システム、周辺機器、製造装置、 材料を中心に、先端技術を紹介した。

’－－ 
← ．． 展示会出展社一覧 ExhibitorList 

出展者名／Organization 国・地域名／Country・Region 

英弘精機（株）／EKOINSTRUMENTS Co.,Ltd 日本／Japan

（株）エイコー／EIKOCorporation 日本／Japan

（株）NTTファシリナイーズ／NTTFACILITIES, INC. 日本／Japan

（株）エヌ・ピー・シー／NPCIncorporated 日本／Japan

（株）MSK/MSK Corporation 日本／Japan

オムロン（株）/OMRON Corporation 日本／Japan

（株）カネカ／KANEKACORPORATION 日本／Japan

尽セミ（株）/Kyosemi Corporation 日本／Japan

尽セフ（株）、（株）尽セフソーフーコーポレーシヨン／KYOCERACorporation, KYOCERA 
日本／Japan

Solar Corporation 

クロスライトソフトウェアインク日本支社／CrosslightSoftware Inc. 日本／Japan

三洋電機（株）/SANYO Electric Co.,Ltd. 日本／Japan

（株）島津製作所／SHIMADZUCORPORATION 日本／Japan

シャープ（株）／SHARPCORPORATION 日本／Japan

昭和シェル石油（株）/SHOWA SHELL SEKIYU K. K. 日本／Japan

スペースエナジー（株）／SPACEENERGY CORPORATION 日本／Japan

（株）ソJレトン／SoltonCo.,Ltd. 日本／Japan

（株）第一機電／DAl-ICHIK旧ENCO.,LTD. 日本／Japan

デュポン（株）/Du Pont Kabushiki Kaisha 日本／Japan

トヤマキカイ（株）／TOYAMAMACHINERIES CO., LTD. 日本／Japan

ナノサイエンス株式会社／NANOSCIENCE CORPORATION 日本／Japan

日；青紡績（株）/NISSHINBO INDUSTRIES, INC. 日本／Japan

日本アールソフトデザイングループ（株）/RSoft Design Group Japan KK 日本／Japan

（株） 目立製作所／ト~itachi , Ltd. 日本／Japan

SCHMID ・ （株）ファシリァイ／SCト~MID ·FACIL庁YCO., LTD. 日本／Japan

富士電機システムズ（株）/Fuji Electric Systems Co., Ltd. 日本／Japan

本田技研工業（株）/Honda Motor Co., Ltd. 日本／Japan

本多通信工業（株）/HONDA TSUSHIN KOGYO CO., LTD. 日本／Japan

ニ弁化学ファブロ（株）／MitsuiChemicals Fabro.Inc. 日本／Japan

ニ菱重工業（株）／MITSUBISHIHEAVY INDUSTRIES., LTD. 日本／Japan

三菱電機（株）/Mitsubishi Electric Corporation 日本／Japan

（株）明電舎／MEIDENSHACORPORATION 日本／Japan

山下電装（株）/Yamashita Denso Corporation 日本／Japan

（株）フプフス・シスァム／LaplaceSystem Co., Ltd. 日本／Japan

（株）ワコム電創／WACOMELECTRIC CO., LTD. 日本／Japan

YOCASOL（株）/YOCASOL Inc. 日本／Japan

Applied Materials, Inc. アメリカ／USA

Canadian Solar Inc. カナダ／Canada

CEEG (Shanghai) Solar Science & Technology Co., Ltd. 中国／China

Changzhou T「inaSolar Energy Co., Ltd. 中国／China

ET Solar Group 中国／China

Fer「OCorporation アメリカ／USA

JENOPTIK Automatisierungstechnik Gmbh ドイツ／Germany

LONGi Silicon Industry Group 中国／China

Motech Industries, Inc. 台湾／Taiwan

Q-Cells AG ドイツ／Germany

Solar Ve「laggmbh ドイツ／Germany
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出展社数は、国内 35社、海外 11社の46f上で、平日開催にもかかわらず、

5, 0 2 7名の来場者があり、盛況であった。

Opening celemony of exhibition 

11111ber of visitors : Exhibitions 

Date l'iumber of visitors 

12/4 2,496 

12/5 1,420 

12/6 1,111 

5,027 
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1 2.ソーラー発電スクール、ソーラー発電市民講座

本会議に先立ち、前日 の 12月 2日 （日）に、第 17回太陽光発電国際会議および

福岡市環境局共催、シャープ、京セラ、 SEM  Iジャパン、 インヴェスト ・イン ・ジ

ャーマニー協賛のも と、福岡国際会議場で、 小中学生を対象とした「ソーラ一発電ス

クーノレJ、一般市民を対象とした 「ソーラ一発電市民講座」を開催した。

第17回太陽光発電国際会議、福岡市環境局共催

ソー弓一発電スワ－IL
し1羽3～7 BC同じ錨でお17臥陽光発砲阪会泌が行問、 包界ゆから研究否撒わて繍し謂• I 

－－－ーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーー聞”白ーー・・4

B時： 2007年12月 28 （臼〉 午後1時～ 38寺
湯所：福岡国際会議場 〒812-0032憾多区石波町2-1

募集対象 ：小学校高学年生～中学生

定員： Aコース 30名、 Bコース 30名

応募締切： 1 1月 9日 （金〉

参加費：無料

地球環境にやさしい太陽光発電。

光奄当てるだけで電気ができる。をIL'fd.不思議老体験・学習しd:う1

Aコース

パ..，トポト凡で
ソー弓ー拘ーを作ろう 1

ソーラー力ーを作って、光を当てて
走らせます。
持ってくる物 ：ヘッ トボトル （5αコml)

Bコース

太陽電池老身につけ志う 1

「＼）

太陽寓池の付いだ服を作ります。
光を当てると、 LEDランプが光ったり、
ブロへうが回ります。
※量fや糸Id:使いまぜん．裁縫周filjj'函テープで
貼り合わぜます。

持ってくる物 ：洋服を作る市

※持ってくる吻や当日のスケジュールの詳細は、申込後にご案内します。

「ソーラー発電市民講座」を同時開催 〈詳細は裏側〉 ：保護者の方は、こちらにご参加ください。

申込方法 ：この用紙の裏側の応募用紙に記入の上、下記宛先までFA×、郵送、または電子
メールでお送りください。

＜参加申込窓口＞

第17図太陽光発電菌際会議運営Z事務局
株式会社ICSコンペンションデザイン 九州支局内

〒810-0072福岡市中央区長浜＇ITEl'l-35新KBCピル9F
Tel・ 092-751-3244 Fax・ 092-75'1-3250 
E-mail・ pvsec17@1臼ーinc.co.jp
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く内容についての開会せ窓口＞

笠悶工業大学小島 信晃
Tel: 052-809-1877 Fax 052-809-1879 
E mail: PVSEC・げ＠toyota-tiac jp 



「ソーラ一発電スクーノレJには、お母さん、お父さんの同伴の家族もあり、約 30 

名の小中学生が参加した。一つのグ、／レープは、ペッ トボトノレを持参して、思い思いの

デザインでソーラーカーを作った。他のグループは、布地を持参して、思い思いのデ

ザインで簡単なジャケットを作った。このジャケットに貼った太陽電池に光があたる

と、手首のバンドに貼り付けた発光ダイオードが光るものです。ソーラーカーやソー

ラーウエアが出来あがった時の子供たちの喜びに溢れた笑顔が印象的でした。福岡国

際会議場の一階のフロアで、 ソーラーカーを走らせ、出来を競いました。

また、単結晶シリコン太陽電池、多結晶シリ コン太陽電池、アモノレファスシリコン

太陽電池、 CdTe太陽電池、 GaAs太陽電池、 1nP太陽電池、 InGaP/GaAs2接合太陽電

池および InGaP/GaAs/Ge 3接合太陽電池、 三菱重工の薄膜シリコン太陽電池モジュー

ノレおよび昭和シェノレソーラーのCIS太陽電池モジューノレの見学も行った。

なお、豊田工大、九大、宮崎大の学生達が、 小中学生の指導にあたりました。

ソーラーカ一作製に奮闘している小中学

生たちと指導する大学院生

ソーラーカーのグノレープ
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ソーラーカーレース

ソーラーウエアのグループ



． 

． 

「ソーラ一発電市民講座jは、 PVSEC・17組織委員長の豊田工大山口真史教授により、

「未来を拓く環境にやさしい太陽電池」と題して、太陽電池および太陽光発電につい

て、わかりやすいレクチャーがなされた。約 10 0名の市民の方々が聴講された。 ま

た、単結晶シリコン太陽電池、多結晶シリコン太陽電池、アモルファスシリコン太陽

電池、 CdTe太陽電池、 GaAs太陽電池、 lnP太陽電池、 InGaP/GaAs2接合太陽電池お

よび InGaP/GaAs/Ge3接合太陽電池、三菱重工の薄膜シリコン太陽電池モジュールお

よび昭和、ンェノレソーラーの CIS太陽電池モジュールの見学も行った。

いずれの参加者からも、講演内容、分かりやすさそして会場の雰囲気等、概ね好評

であった。

同時開催 ：「ソーラー発電市民講座J

未来を拓く
環境にやさしい太陽電池

保護者の方は、こちらにご参加ください。

日時： 2007年12月 2日 （日〉 午後1時～ 3時
〈後半は、スクールで子供たちが作ったソーラー力一、太陽電池ウェアのデ

モを見学します。）

定員： 250名 （無料）

講師： 山口真史

内容：

豊田工業大学大学院工学研究科毅浸

第17回太陽光発電国際会議 組織委員長

太陽電池を用いだ太陽光発亀システムは、地E求環境問題や工ネルギー問題を解決す

る手段として、世界中から大きな期待が寄ぜられています。2030年には、 日本の

総電力の1割を太陽光発唱が占め、 2100年には、 世界のエネルギーの7割がこう

した太陽エネルギーで賄われるだろうと予想されています。こうした太陽工ネル

ギーを活用し、人類文明の維持発展と地球環境問題の解決のためには、太陽電池を

用いだ太陽光発壇のさらなる発展が必要です。

太陽光発電をめぐる最近の状況について、やさしく解説レます。

ーーーーー「ソーラ一発竃スクール」 ・「ソーラ一発電市民講座」 申込み用紙 ーーー一ー

FAX、郵送．または電子メールでお送りください．

〈宛先＞ 'm17図太織光発電霞際会議運営事務局

株式会社！CSコンベンションデザイン九州支局内

〒810-0072徳岡市中央区長浜｜丁目 1-35新KBCピル9F
Tel 092-751-3244 Fax 092-751-3250 E-mail pvsecl7@1cs-mcco1p 

お名前
ひらがな 漢字

スクール

学校名 学年

市民講座 お名前
ひらがな 漢字

連絡先住所

電話番号

faxまたはemail 〈あれば〉
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1 4.組織体制
第 17回太陽光発電国際会議組織図

｜募金推進委員会 J総務委員会
国際諮問委員会 0大下祥雄0川 村誠

0小 長井誠 ．一木修

．野 々 村 修 一

募金委員会

0和田隆博
一時委員会・仁木 栄 0今泉充

主催 ・岡田 至崇 ・櫛屋勝巳

組織委員会

＊委員長 直吾妻員会

山口真史 ＊委員長
ト」 出版委員会

’｜ 
＊名誉委員長 山口 真 史 0近藤道雄

潰川圭弘 ＊副委員長 ・山 本憲 治

＊前委員長 福田秀樹

黒川浩助 冬木隆

＊副委員長 長友隆男 会場委員会

福田秀樹 富田孝司 0柿本浩一

冬木隆 ＊幹 事 ・松野繁
長友 ｜塗男 大下祥雄 ・吉野賢二
富田孝司

＊幹 事 7• ロ~ －－－7 1>.委員会
ト」広報委員会

大 下祥雄 0岡本博明 0荒川裕則

＊会計監査 ．（近藤道雄） ・谷口浩
山田明 ・白津勝彦

河本 桂一 ・若尾真治

ホスター委員会 Yーシヤ1v7ログラム

0山本音勇 委員会

・早瀬 修二 0元贋友美

~ I共催
（社）応用物理学会

・中国時夫 ．田中誠

（社）電気学会 PVSECAWARD 

（財）名古屋産業 展示委員会 委員会

科学研究所 0穂岐山孝司 0膏j藤忠

・（吉野賢二）

特別企画委員会

0委員長

「
0松原浩司

．副委員長 ・蕃里順 信
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1 5.各種委員会委員リスト （平成 19年 11月22日現在）

組織委員会

委 員長 山口真史 豊田工業大学

副委員長 福田秀樹 （独）新エネルギー ・産業技術総合開発機構

副委員長 冬木隆 奈良先端科学技術大学院大学

副委員長 長友隆男 芝浦工業大学

副委員長 富田孝司 シャープ（株）

幹 事 大下祥雄 豊田工業大学

委 員 荒川裕則 東京理科大学

荒木 一郎 （株）日立製作所

荒木建次 大同特殊鋼（株）

荒谷復夫 （株）資源総合システム

漬川圭弘 立命館大学

林一博 太陽光発電協会

林豊 筑波大学

本間琢也 燃料電池開発情報センター

兵頭洋 太陽光発電技術研究組合

池田誠 リニューアブルエネノレギー有効利用 ・普及促進機構

一木修 （株）資源総合システム

今泉充 （独）宇宙航空研究開発機構

稲田憲世 東京電力（株）

石原好之 同志社大学

石川修 （株） MSK 

柿本浩一 九州大学

柏木孝夫 東京工業大学 • 
木村 建一 早稲田大学名誉教授

小林広武 （財）電力中央研究所

小長井誠 東京工業大学

近藤道雄 （独） 産業技術総合研究所

小西正障 徳島大学

河本桂一 みずほ情報総研（株）

黒川浩助 東京農工大学

櫛屋勝巳 昭和シェル石油（株）

松原浩司 （独）新エネルギー ・産業技術総合開発機構

松田彰久 大阪大学

松波弘之 （独）科学技術振興機構

松野繁 ニ菱電機（株）

冗康友美 （株）豊田中央研究所
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長島知理 トヨタ自動車（株）

中田 時夫 青山学院大学

中嶋 一雄 東北大学

野崎洋介 （株） NTT環境エネルギー研究所

大和田野芳郎 （独）産業技術総合研究所

岡本博明 大阪大学

梼藤忠 東京農工大学名誉教授

塩谷正樹 鹿島建設（株）

白津勝彦 京セラ（株）

鈴木康浩 （株）ホンダソルテック

高橋清 東京工業大学名誉教授

高倉秀行 立命館大学

高塚汎 一菱重工業（株）

田中誠 一洋電機（株）

田中 良 （株） NITファシリティーズ

種村 栄 （財）ファインセラミックスセンター

谷口 ；告 シャープ（株）

梅野正義 中部大学

和田隆博 龍谷大学

山田 明 東京工業大学

山本 音勇 福井大学

山本憲治 （株）カネカ

運営委員会

委 員長 山口真史 豊田工業大学

副委員長 福田秀樹
（独）新エネノレギー ・産業技術綜合開

発機構

副委員長 冬木隆 奈良先端科学技術大学院大学

副委員長 長友隆男 芝浦工業大学

副委員長 富田孝司 シャープ（株）

委 員

（名誉委員長） i賓川圭弘 立命館大学

（前委員長） 黒川浩助 東京農工大学

(7・ログ対委員会） 岡本博明 大阪大学

向上 （近藤道雄） （（独）産業技術総合研究所）

向上 白樺勝彦 京セラ（株）

向上 若尾真治 早稲田大学

（ホ．スター委員会） 山本膏勇 福井大学

向上 早瀬修二 九州工業大学

向上 中田時夫 青山学院大学
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（総務委員会） 大下祥雄 豊田工業大学

向上 一木 修 （株）資源総合システム

向上 野々村修一 岐阜大学

（財務委員会） 今泉 充 （独）宇宙航空研究開発機構

向上 櫛屋勝巳 昭和シェル石油（株）

（出版委員会） 近藤道雄 （独）産業技術総合研究所

向上 山本憲治 （株）カネカ

（広報委員会） 荒川｜ 裕則 東京理科大学

向上 谷口 rtロr. シャープ（株）

（会場委員会） 柿本浩一 九州大学

向上 松野繁 二菱電機（株）

向上 吉野賢二 宮崎大学

（ソーシャル7・ログ7ム委員会） 冗康友美 （株）豊田中央研究所

向上 田中誠 ニ洋電機（株）

（募金委員会） 和田隆博 龍谷大学

向上 仁木 栄 （独）産業技術総合研究所

向上 岡田至崇 筑波大学

（募金推進委員会） 川村誠 京セラ（株）

（展示委員会） 穂岐山孝 司 京セラ（株） （太陽光発電協会）

向上 （吉野賢 二） （宮崎大学）

（特別企画委員会） 松原浩司
（独）新エネルギー ・産業技術綜合開

発機構

向上 善里順信 太陽光発電技術研究組合

(PVSEC AW  ARD委員会） 膏藤忠 東京農工大学名誉教授

（国際諮問委員会） 小長井誠 東京工業大学

（会計監査） 山田明 東京工業大学

同上 河本桂一 みずほ情報総研（株）
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1 6. 定款

第 17回太陽光発電国際会議組織委員会運営要綱

（設置の目的）

第1条 第 17回太陽光発電国際会議（以下「国際会議j という）の準備、運営お

（運営）

第2条

（任務）

第3条

（構成）

よび関連諸行事を行うため、国際会議組織委員会（以下 「組織委員会j とい

う）を設置する。

組織委員会の運営は、この運営要網の定めると ころによる。

組織委員会は、国際会議の準備、運営および関連諸行事を行うため、次の

事項について審議し、実行する。

( 1 ）国際会議の準備に関する事項。

( 2）国際会議の運営に関する事項。

( 3）国際学術団体との連絡に関する事項。

(4）国際会議開催の目的、意義等に賛同する団体，または個人から寄付金を

募集するこ と。

( 5）国際会議の参加者から参加会費、パンケッ ト個人負担金を徴収するこ

と。

( 6）国際会議の報告書の作成、その他残務整理を行うこと。

( 7）その他前各号に付随する事項。

第4条 組織委員会は、委員長 1名、副委員長 4名、幹事 1名、委員約 50名およ

び特別委員をもって構成する。

2. 組織委員会委員長（以下 「組織委員長」という）は委員の互選によりこれを

定める。

3. 組織委員長は組織委員会を代表し、その所掌事項について統括する。

組織委員会副委員長は組織委員長を補佐する。

4. 組織委員長不在のとき、または組織委員長に事故のあるときは、組織委員会

副委員長がその職務を行う。

5. 幹事は、組織委員長、組織委員会副委員長を補佐すると共に、第 5条の各委

員会の所掌事項の連絡、調整および第9条の総務委員会を監督掌理する。

（運営委員会）

第5条 組織委員会に別表のとおり運営委員会をおく。

2. 運営委員会は、組織委員会の審議または実施すべき事項について企画立案す

ると共に、組織委員会が委任した事項について審議し、実施する。

3. 運営委員会に所属するものは、組織委員会委員長、副委員長、委員を含むも

の中から組織委員長が指名する。

4. 運営委員会に運営委員会委員長 l名をおき、当該運営委員会委員の互選によ
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りこれを定める。

5. 運営委員会委員長が必要と認めるときは、運営委員会に委員以外のものを出

席させ、その意見を求める事ができる。

6. 国際会議を円滑に運営するため別表のとおり、総務委員会、プログラム委員

（議事）

第6条

会、財務委員会、出版委員会、会場委員会、

ラム委員会、募金委員会、募金推進委員会、

AWARD委員会を置く。

広報委員会、ソーシャルプログ

展示委員会、特別企画委員会、

組織委員会および前条の運営委員会は、委員の過半数が出席しなければ会

議を開き、議決することができない。

2. 組織委員会および前条の運営委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、

賛否同数のときは議長決するところによる。

3. 組織委員会および前条の運営委員会に出席する事のできない委員は、書面を

もって評決をなし、または、他の委員に評決を委任することができる。この

場合は出席とみなす。

（運営事項の変更）

第7条 この運営事項を変更しようとするときは、組織委員会委員の三分の二以上

の同意を得なければならない。

（運営細則）

第8条 この運営事項に定めるもののほか、組織委員会または第 5条の運営委員会

の議事について必要な事項は、組織委員会または第 5条の運営委員会におい

てそれぞれ定める。

（総務委員会）

第9条 組織委員会、運営委員会の円滑な運営を図るため総務委員会を置く。

2. 総務委員会には、総務委員会委員長のほか、総務委員会委員若干名を置く。

3. 総務委員会は ICSコンベンションデザインを登録窓口として豊田工業大学に

事務局を置く。

干468-8511愛知県名古屋市天白区久方 2-12-1 豊田工業大学半導体研究室

第 17回太陽光発電国際会議組織委員会 事務局

（解散）

第10条 組織委員会は第 17回太陽光発電国際会議及びこれに関連する諸行事の

終了並びに会議の経緯、成果、寄付金、参加会費の収支状況を記載した報告

書の作成、送付の完了をもって解散する。

付則本規約は、 2006年 3月 13日から施行する。
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第 17回太陽光発電国際会議財務委員会規定

第 1条 第 17回太陽光発電国際会議（以下 「国際会議Jという）内に、財務委員会

を設置する。

第2条財務委員会の運営は、この規定の定めるところによる。

第3条財務委員会は次の事項を分担する。

( 1 ）国際会議開催のための寄付金、補助金、参加費の収納事務。

( 2）国際会議開催に伴う経費の管理。

( 3）その他これらに付随する業務。

第4条財務委員会委員長は、財務委員会を代表し、所掌事項を統括する。

2. 財務委員会委員は財務委員会委員長の指示に従って会務を処理する。

第5条財務委員会の分担する業務の遂行は、別に定める「第 17回太陽光発電国際

会議開催のための準備、運営及び関連諸行事のために募集する寄付金品及び

会議参加者から徴収する参加費等会計管理規定Jに基づいて行う。

第 17回太陽光発電国際会議開催のための準備、運営及び関連諸行事のために募集す

る寄付金品及び会議参加者から徴収する参加費等会計管理規定

第l条 第 17回太陽光発電国際会議（以下「国際会議Jという）が必要とする経費

は、その遂行を目的として寄付あるいは徴収された金品等をもって充てる。

第2条 国際会議の準備、運営及び関連諸行事のため集められる寄付金、補助金、参

加費その他これから生じる預金利息（以下「寄付金等Jという）の管理は本

規定により国際会議組織委員会財務委員会委員長（以下「財務委員長」とい

う）が行う。

第3条 受け入れ寄付金等は、収入帳簿に次の事項を記入の上、現金は、直ちに指定

の銀行に入れ、または厳重な鍵のかかる容器に保管する。

( 1 ) 寄付金

1 ）寄付金受け入れ年、月、日。

2）寄付所の事業または氏名。

3）寄付金額。

4）その他必要な事項。

( 2）参加費

1）参加費受け入れ年、月、日。

2）参加費納入者氏名。

3）参加費の額。

4）その他必要な事項。

2. 寄付金については、収支伝票の決裁後すみやかに募金委員長名義の領収書と礼

状とを、寄付者に送付する。

第4条 寄付金等の収入金は国際会議組織委員会、運営委員会に属する各委員会の委
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員長（以下 「委員長らJという）の要請に基づいて、国際会議の準備、運営、

関連諸行事及び残務整理に要する経費に支出する。

第5条 委員長らは支払の要請を次の区分により行う。

2. 

( 1 ）直接払 各委員会において購入、借入、使用した代金の支払要請。

( 2）仮払金 各委員会の運営のため、用途の概要を示した上での要請。

( 3 ) 立替払 各委員会の責任において立て替えた額の払い戻しの要請。

前項の要請を行うにあたっては、原則として次の手続きをとる。

( 1 ) 委員長らは所定の用紙に必要事項を記入し、必要書類を添付の上、財

務委員長へ提出する。

( 2) 財務委員長はこの要請内容を審査し、組織委員長の決裁を求める。

( 3）財務委員長は組織委員長の決裁の後、出納担当者に支払を依頼する。

但し、次にあげる場合には、財務委員長は、組織委員長の決裁を省略

することができる。

1) 事務用品の購入、その他役務関係の支払で、その金額が 10 

万円以下の場合。

2) 通信に要する費用の支払。

3) 定期的に支払うことが必要で、かっ金額が定まっているもの

の支払。

4) 旅費等の支払。

第 6条 前条 2項により支払の依頼があった場合、出納担当者は提出書類を確認の上、

支払手続きを行い、支払が終わったときは、支払い帳簿に支払い年、月、目、

支払い先、支払い金額を記入する。

第 7条 支払いは銀行振込の方法により行う。但し、債権者または、委員長らから現

金による支払いの要請があった場合は、この限りではない。

第8条 支払いを行った場合は、その証拠書類として次に掲げる書類を完備する。但

し、 10万円以下の場合は見積書を省略することができる。

( 1 ) 見積書 ( 2）納品書 ( 3）請求書 (4）領収書

第9条 第5条第1項第2号の仮払金は、 1回 100万円を限度とする。但し、委員長

らから特に増額の必要がある旨の理由を示して要請があるときは、 100万円

をこえて支出することができる。

2. 前項による仮払金の交付を受けた場合は、前条の規定に準じて処理すると共

に、仮払金の支出終了後、すみやかに支出状況、証拠書類を財務委員長へ提

出する。なお、仮払金に残金があるときは、 これを返還し、不足が生じたと

きはその不足分を請求する。

第 10条 各委員会への委員の依頼出席には限度内で旅費を支給する。

第 11条 組織委員長は、財務委員会委員長に対し、寄付金の管理、経理の状況に関し、

報告を求めることができる。また、財務委員会委員長は出納担当者に対し、

帳簿の閲覧を求めることができる。

2. 財務委員会委員長は、岡｜際会議終了後、すみやかに支出の状況を記した帳簿、

証拠書類、その他関係書類を整理し、組織委員長に提出する報告書の作成を
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行う。

第12条 寄付金等の管理は、前条第 2項の処理をもって終了する。

第 17回太陽光発電国際会議組織委員会規約

第 l章総則
（名称）
第 1条 この会は、第 17回太陽光発電国際会議組織委員会（以下「組織委員会」とい

う）と称する。
（事務局）
第 2条組織委員会事務局を下記に設ける。

干468-8511愛知県名古屋市天白区久方 2-12-1 豊田工業大学半導体研究室

第 17回太陽光発電国際会議組織委員会 事務局

第2章 目的
（目的）
第 3条 組織委員会は、 2007年 12月 3日から 12月 7日まで福岡国際会議場において

開催される第 17回太陽光発電国際会議（以下「国際会議」という）の企画 ・
準備 ・運営および関連諸行事を行うことを目的とする。

第 3章委員会及び役員
（委員）
第4条 組織委員会の委員は、本委員会の目的に賛同する個人及び団体の代表者とす
る。
（役員）
第 5条組織委員会には次の役員を置く。

(1）委員長 l名
(2）副委員長 4名

上記委員長は組織委員会委員の中より選任される。
（役員の職務）
第 6条 委員長は、組織委員会を統括し、こうの委員会を代表する。

2 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたと
きは、その職務を代行する。

（任期）
第 7条委員及び役員の任期は、 2008年 3月末までとする。
（委員の補充）
第 8条 委員の補充は組織委員会における承認を経て行う。
（経費の支弁）
第9条 会務のために要した費用は組織委員会会計より支弁する。

第4章会議
（組織委員会の招集）
第 10条 組織委員会は、委員長が必要と認めたとき、又は 3分の l以上の委員から会
議の目的である事項を示した書面によって請求のあった時召集される。
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（組織委員会の議長）
第 11条組織委員会の議長は委員長とする。
（委員会の審議事項）
第 12条 組織委員会は次の事項を審議する。

(1）事業計画及び収支予算
(2）事業報告及び収支決算
(3）前項のほか、委員長が必要と認めた事項

（委員会の開催方法）

第 13条 組織委員会は、委員の 2分の l以上が出席しなければ議事を聞き議決をする
ことができない。但し、当該議事につき、あらかじめ書面をもって意思を表

示した委員は出席者とみなす。

付則本規約は、 2005年 4月 1日から施行する。
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Promoting 
For a period of seven days from December 3 last year, Japan, which accoun包foralmost 40% 

ofwoけdw1depr吋ucuonof solar cells. hosted the 171' Inter旧t1onalPhotovoltaic Soence and 

Engineering Conference （附SEC・17). The Japan Journal spoke to Toyota Technological 

Institute pnnopal professor and general chairman of the conference organ即時committee

Dr Yamaguchi Masafum1 about the event and the prospects for solar power 

PV 

Dr. Yamaguchi 
Masafumi 

for futu応 technology.pho1ovoltaic genera-
lion c加 notbe introdut-ed widely. 

What are the main technical issues P陪vent-
mg solar cells from taking off? 
I would like to see solar cells developed 
around three co陀 axes.name.ly crystalline 
silicon solar cells, thin film solar cells and 
concentrator鈎 larαlls.

As for crystalline silicon solar cells. 
which a陀 alreadyestablished as the first 
a~is. 陀search and development is n伐 dedto
enable us to make bener use of low quality 
materials given 1ha1 1here is a shorrage of 
凹lysilicon凶 araw marcri' I. In the case of 
thin film solar cells m巴制while.we need 10 
increase produc1i吋yas well t皆同duceche 
COS( of汀初isparentconductive g加Sfilm and 
develop large scale manufacruring equip-
ment. The出irdaxis is concentrator solar 
cells. a field in which research results are 
gradually staning 10 emerge. Nonetheless霊

we will need to concinue with funher re-
search and development in the fotu陀

Shall> reponing a 1 i〔>Oxconcemration of 
.!O'ir. Thcrc were also presentations on a 
wide range of re総a陀hinto new Lhi吋gener-
ation solar cell~. '' hich could offer the問ssi-
bi I icy of low cos1 solar generation pro吋ding
山atlev’elぉofperfommnce are increased and 
the likes of dye噌 nsitiz剖 solarcell丸organic
thin film and wee solar cells are put imo 
practical applicacion in the futu陀

Other announcemenlS included lhe es-
tablishmenc of large-scale plant> by a 
Japanese company and the launch of new 
large-scale manufacturing equipment from 
an oversαIS company. 

How do you envision Japan's role in the 
field of photovol匂icgeneration? 
Unles:. we come up with measu陀S山atex-
tend beyond山eworld's advanced nations 
to inco中oracenewly industrializing coun-
cries with massive popul:Hions. such as 
China and India. we will never be able 10 
effectively combal global war羽山g.So I be-
lieve tl1al Japan should be providi閃gimer-
n似ionalcooperation in出cform of taking in 
and nurruring r芭searchersand stud巴ms白'Om
such coumrics. 

To date. I have organized lectures in 
Pakistan and Tai wan. councries tha1 are 
looking【osran developmem of phocovoltaic 
technology. wi山theaim of inspiring young 
陀 searcher宮.Nuclear power re~earch insti-
iu tcs in such coun凶esa陀 developing釦 in-
creasing interest in photovoltaic generation, 
based primarily on recognition of the face 
thatめeywill not be able to陀lyon nuclear 
power indefinitely. 回

Although Japan is still the number one in 
terms of worldwide solar cell productio~ at 
present, overseas companies are catching 
up thanks to developments such as im・ 
proved production ti民hnology.
In Germany in panicular. the government 
has introduced a scheme whe陀 byir buys 
solar仰werat a high price and is actively 
rolling 0111 incemive measures aimed at in-
v1gorating Lhe solar cell market.η】ereis a 
proportional relationship between state目i.md-
ing創1dthe volume of solar cells inscalled. 
with in,;tallations tending to increase the 
more th巴 governmemspends. Although 
Japan leads山Eworld in lenns of lhe solar 
cell production. with production totaling 
927.SMW in 2006. the Japanese solar cell 
market comes in second behind that in 
Gem1any. We should be aiming lo be num-
ber one in terms of boch produccion and 
market scale. What we need are incentive 
m伐凶uresdes.igned to b陀athenew life into 
the mark創．

On other fronts. an expen panel of山E
lnce-malionul Council for Science (ICSU). 
put coge山erin Paris. January 2008.間関ned
that it is working on a proposal for che 
Hokkaido Toyako GB Summit in July 1his 
ye.t町， b凶edon the notion thal funding needs 
to be allocated not only 10 market incentive 
m回 suresbut also 10 research and develop-
men1 from a long-tenn perspective. For in-
stance. if solar cells ar官 evergoing to陪ally
utke o仔andenable a surge in似＞weroutput. 
we will need to de、，clopinnovati問 mas
producrion 1echnology unlike lh出 CUJTCnlly
available. Unless we sow出Ese凶sn田 ded

The Japan Journal: What do you thi時 wen
the main r白 ultsofめeconference' 

Dr. Yamaguchi Masafumi: Phocovoltaic 
generauon cominue; lo aurnct mo陀 and
mo陀以h!ntionagainst the backdrop of global 
wam1ing. as illustr.it＇αl by chc sccady gro川 h
in worldwide production of solar cells. 
which is currently up 43.4% year on year 10 
2.521AMW in 2α>6. 

This latesi conference was held in the 
city of Fukuoka in Kyushu, which is close 10 
山erest of Asia and something of a magnec 
for plants producing solar cells. Possibly as a 
resuh of this. il attracted large numbers of 
people involved in the solar cell industry in 
Japan. Souch Korea, Taiwan, che Uniced 
States. Gcm1<1ny and all over the world, 
making it the largest scale conference on 
photovoltaic generation 10 dace. 

The keynote s伊~ch at the par祖Helaca-
demic conference underlined the role of 
pho1ovol1剖cgeneration and the imponance 
of research and developmenl, highlighting 
the face thac solar power is expected to ac-
count for 20'* of山eworld’S energy by che 
year 2050 and at least 60% by 引∞．

Of世levarious !Tends in photovol匂icgene『ati on 
development discussed at出econference, which 
a陀asattracted !he m側総ention?
羽1efield or concentrntor solar cells. which 
a陀 expec1巴dto have ultrn-high efficiency. 
drew a lot of auention. wi山 Spectrolab陀ー

poπing that it had achieved a 240瓦concen-
rrarion of 4-0.7%. che highest level of conver-
sion efficiency in山Eworld al pre惚 m.and 

PVSEC-17 
ゐ ..... ~町咽α＂＂＇開e悔担副n首ピA措ねμ£閉~島円

• monto‘ 
凪昂守曹町曹nE羽、～窃Tぞ九？「・tr，！；河＇'1:il管J，乞ミ： O'肘冷’品宅為uε 
伊F去’B埠n古篭＂，＇，（／唱 c恥警f 町SEC-；•.、必 a正t町;-.t':剖 tr，’．•, 
a直岨肘M 白引•e憎舟《• 10 fO•b'e Q,I(回抽1of 印r"n~刊ej~

po<:：跡事柑唱吻吋a同，：.,i引法t:J¥a! :l(r.曹司V
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( 2）国内外専門家の感想

Richard Swanson氏 （SunPower) 

差出人： RichardSwanson 

送信日時：2007年 12月 14日金曜日 0:38

宛先： MasafumiYamaguchi 

件名： RE:Thanks! 

Dear Masafumj-san, 
Thank you for creating and orchestrating a superb conference, and for inviting me to 
speak. PVSEC・18was a wonderful experience for me. The quality and new content of the 
technical papers was the best yet, the banquets were superb (Carol loved the doll!), and it 
was very rewarding to see, and re-reconnect with, so many great colleagues. 
Thanks again, 
Dick 

Martin A. Green教授 （UNSW)

From: Martin Green 
To：肘fasafumjYamaguchi 
Sent: Wednesday, December 12, 2007 10:46 AM 
Subject: Re: Thanks! 
Dear Masa白mi,
Many thanks for a great conference. 
Please tell your wife that I got my lovely figurine home safely to Sydney. It had its own 
seat on one flight! 
Judy loved it and was interested in the story about the crane etc. 
Regards, Martin Green. 

Wolfgang Paiz氏（WCRE)

差出人：WolfgangPalz 

送信日時：2007年 12月 l4日金曜日 17:52

宛先：MasafumiYamaguchi 

イ牛名： Re:Tha叫＜S!
Dear Masafumi, 
All my congratulations. It was my pleasure to serve you. 
You were a great Chairman! 
Warm regards 
Wolfgang 
Dr. Wolfgang Paiz 
Chaiman WCRE 
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脊藤忠教授 （東京農工大学）

From: tadasbisaitob 
Sent: Tuesday, December 11, 2007 4:37 PM 
To: Masafumi Yamaguchi (PVSECl 7) 

Subject：ご苦労様でした

山口先生

福岡のPVSEC17、大成功でした。心から、お礼申し上げます。これで、日

本も欧州に対抗できる ことを証明できたと思います。気がかりだったのは、

Fraunhof er ISEで参加者が少なく、 Lutherさんには、日本は怒っていると伝え

ました。また、本日、 TechnicalDigestを拝見しました。素晴らしい出来栄えで

すね。これも、EUPVSE Cに対抗できますね。

1999年私が札幌で会議を主催した後、 IEE EFellowの申請をし、認めて頂き

ました。現在、日本の PV関係で IEEEFellowは私だけです。先生も、これを機

会に申請されては如何でしょうか。関連書類をお送り申し上げます。

農工大

容藤
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1 8.むすび

この国際会議は、多数の学協会ならびに諸団体のご支援のもとに開催いたしました

が、本報告書に記しましたように、大変成功裡に終了することが出来ました。福岡市、

シャープ、電気事業連合会、京セラ、カネカ、 三菱重工、石油連盟はじめ多くの企業

や団体から多額の御支援を賜り、会議運営を円滑に進めることが出来ましたことは、

ひとえに関係各位の温かい御理解と御協力によるものであり、ここに深く感謝する次

第でございます。

本会議の組織委員会は、この報告書の作成をもって全ての業務を終了し、解散する

ことに致します。
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